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試験研究事例 受託研究 

水質解析による水道管内面劣化診断 
手法の開発 支援先 

株式会社環境測定サービス 

 

 
【開発の背景 ：多くの水道管が更新時期を迎えており，更新優先度を決める必要あり】 

 

 高度経済成長期に集中的に布設された水道管の多くは，現

在，法定耐用年数を超えており更新時期を迎えています。更

新を要する管路延長が膨大なため，各水道事業体では更新の

優先度を判定する必要性が生じています。 

支援先である株式会社環境測定サービスでは，水質・土

壌・大気分析や騒音測定等の業務を行っています。得意技術

である水質分析を用いることにより，水道管の更新優先度判

定の際に有用である水道管内面の劣化度の情報を得ること

ができないか検討を行いました。 

 

【研究の目的 ： 水道管内面と水質との関係性を把握し，実用に向けた手法を構築】 
 

内面塗装のない水道管の腐食と水中の Fe 濃度の関係に関しては，過去にも多くの研究がされて

きました。しかし，実際には水道管の多くは腐食を防止する目的でモルタルや樹脂により内面塗装

がされています。本研究では内面塗装についても考慮しつつ水道管内面と水質との関係性の把握を

検討しました。また，実用化に向けてコスト面や実行性の視点も踏まえた上で，水道管からの採水

方法，分析・解析方法を検討し，診断手法の構築を行いました。 

 

【研究の内容 ： 現地調査と室内実験の双方から知見を収集】 
 

まず，研究体制ですが，水質解析に詳しい茨城大

学，埼玉県環境科学国際センターを含めた 4機関に

よる体制としました。 

実際の水道水の濃度レベルであっても水道管内

面と水質の関係性がみられるかを検証する必要が

あります。そこで，本研究は現地調査を主軸とし，

各種水道管の経年と関係性を有する元素について

整理しました。また，水道管からの溶出実験などの

室内実験により現地調査で見出された関係性につ

いて妥当性があることを確認しました。 

同時に，採水の距離間隔，採水量，分析前処理（ろ

過，固形物溶解など）方法などを検討し，実用化に

向けた方法の最適化を行いました。 

 

【成果の用途・実用化 ： 低コストで多地点の調査が可能な手法として提案】 
 

水質を利用した調査では，水中カメラによる調査等と比較して低コスト・簡易に調査が行えます。

水中カメラなどによる詳細調査の前のスクリーニング手法として提案していく予定です。 
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図１ 内面が腐食した水道管 

図２ 調査・実験の流れ 
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